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衆
議
院
議
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橘
慶
一
郎
君
提
出
平
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二
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一
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第
二
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補
正
予
算
に
お
け
る
「
地
域
活
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・
き
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」
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自
治
体
へ
の
配
分
・
執
行
に
関
す
る
質
問
に
対
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弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
計
上
し
た
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
予
算
額
五
千

億
円
の
う
ち
、
四
千
五
百
億
円
に
つ
い
て
本
年
一
月
十
五
日
に
交
付
限
度
額
の
見
込
み
を
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
残
り
の
五
百
億
円
に
つ
い
て
は
、
「
明
日
の
安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二

月
八
日
閣
議
決
定
）
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
効
果
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
に
配
分

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
各
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
配
分
額
に
つ
い
て
は
、
本
年
二
月
三
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
実
施
計
画

を
基
に
、
早
急
に
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第

十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
繰
越
明
許
費
と
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
別
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る

一



も
の
と
考
え
て
い
る
。

二


